第2回　泉佐野丘陵地緑地 運営審議会（概要版）
日時：2013年1月23日（水）10:00～12:00
場所：マッセOSAKA（大阪府新別館南館　5F 第1研修室）
出席委員（敬称略）
大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　増田昇（会長）
大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　下村泰彦
元大阪府立大学大学院　教授　前中久行
大阪市立大学大学院環境都市工学科准教授　嘉名光市
大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所（CEL）特任研究員　弘本由香里
うみべの森を育てる会　代表　西台幸子
大輪会　戸國剛
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　会長　杉本和彦
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　佐々木紫朗
◆欠席
泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信
◆傍聴者
1名（泉佐野丘陵緑地パーククラブ）
◆概要
1．開会・・・10:00
2．報告案件3件・・・10:05～10:35
①平成24年度　運営審議会開催計画・実績について
②パークレンジャー養成講座・修了式について
③パーククラブ活動報告（11月12月）について
3．協議案件3件・・・10:35～12:00
①パーククラブ活動計画（1～3月）について
②泉佐野丘陵緑地事業戦略（案）について～H26中地区開放に向けた検討～
③パークレンジャー養成講座・ステップアップ講座（案）について
④H25パーククラブ活動計画（案）について
⑤サイン計画（案）ほかについて
4．閉会
・・・12:00
＜報告案件1：平成24年度　運営審議会開催計画・実績について＞
大阪府（事務局）より平成24年度　運営審議会開催計画・実績について説明
○公園名称について
・公園名称は広く公募によって決めると公園のPR効果になる。応募方法や審査方法など、予算も必要になることなので、大阪府内部で検討頂きたい。
＜報告案件2：パークレンジャー養成講座・修了式について＞
大阪府（事務局）よりパークレンジャー養成講座・修了式について説明
＜報告案件3：パーククラブ活動報告（11月12月）について＞
佐々木委員よりパーククラブ活動報告（11.12月）について説明
○発表内容について
・ふたつお願いしたい。ひとつは、活動の課題や問題点を運営審議会にあげてほしい。運営審議会は有識者の助言などサポートができる場である。このサポートをうまく使ってほしい。もうひとつは、活動報告はパーククラブのなかで作成頂いた資料を使ってもらってよい。今のように編集し作り直すのは労力もいる。
○リーディング区域の棚田について
・ひとつ相談したい。先日、リーディング区域の整備された棚田を改めて確認した。現在パーククラブでコラボ地区の棚田を四苦八苦しながら開墾しており、クラブ員から「開墾作業をするより既にできた棚田を活用したい」という声が出ている。棚田が整備された理由や、今後の棚田の活用方法を聞きたい。
・整備された理由を追及してもしかたがない。リーディング区域の棚田は、「農のある風景を公園のゲート空間に」というコンセプトのもと整備された。今後の活用については、パーククラブや大阪府で議論していくべきだ。
・棚田の風景地形は戻したが、農業活動として使うにはまだまだ手をかけていく必要がある。完全に棚田にはなっていない。活用方法を検討し運営審議会にあげる。
○リーディング区域の整備や活用について
・現在リーディング区域は大阪府で整備をし、パーククラブは整備に関わらないことになっているが、府民の方と維持管理や植生管理をコラボレーションして行う区域を、今後明確にする必要がある。
・パーククラブのなかで、コラボレーション区域の棚田整備をどう位置づけるか議論することは重要だ。機械を入れてでも開墾をするのか、それとも予め田んぼ化された場所で農的活動を行いたいのか。
・人力による開墾作業に苦労をしており、予め田んぼ化された場所で活動したいという声もある。
・リーディング区域の使える広場や棚田は、当面は雑草のままか、近くの業者に維持をしてもらうのかなど、管理運営については大阪府の説明がほしい。
○ＮＰＯ法人化について
・目的が何かが重要。泉佐野丘陵緑地での活動に限定する必要がある。
・法人格を取得することのメリットは、団体内の意識が高まることと助成を受けやすくなることだ。デメリットは、大阪府として特定団体に支援できなくなる可能性があることだ。大阪府と調整してほしい。
・NPO法人と任意団体の両輪で活動している団体あると聞く。助成金はNPO法人として申請し、連携自治体との関係は任意団体として継続するという方法もあるのではないか？
＜協議案件1：パーククラブ活動計画（1～3月）について＞
杉本委員よりパーククラブ活動計画（1～3月）について説明
＜協議案件2：泉佐野丘陵緑地事業戦略（案）について～H26中地区開放に向けた検討～＞
大阪府（事務局）より泉佐野丘陵緑地・事業戦略について説明
○他団体の受入について
・団体の受入にあたって、応募を待つのか、勧誘にいくのか、の二通りがある。今回説明頂いた受入の案は、他団体の受入時の条件の話だったが、その場合には適切な活動をする団体しか参加できない。しかし、有馬富士公園の場合のようにプロモーションとして、積極的に参加したい団体を呼ぶ方法もある。
・勧誘する場合は、ゾーンを指定して外部から手伝ってくれる人を探す方法があり、応募を待つ場合は、応募してきてから審査をする方法がある。
・委員の中には、あまり制限をせずに受け入れた方がよいと言う意見もある。極端だが、リーディング区域の棚田に、1年間花を咲かせてくれる団体を募集しますと告知することも可能だ。初期の段階では、あまり制限をせずに、応募がきた申込を審査する形でもよい。
・どんな活動も1～2年は運営審議会で報告していただきたい。2年後など目途がたつと自立運転して行けばよい。大阪府でもパーククラブでも受入の方法や条件を検討してもらいたい。
＜協議案件3：パークレンジャー養成講座・ステップアップ講座（案）について＞
大阪府よりパークレンジャー養成・ステップアップ講座（案）について説明
○ステップアップ講座の開催日について
・ステップアップ講座の6回の頻度が自分たちの活動の妨げにならないか。
・講座の日程は活動日とは別に実施すれば問題はない。
＜協議案件4：H25パーククラブ活動計画（案）について＞
杉本委員よりH25パーククラブ活動計画（案）について説明
○ゾーニングについて
・今の段階ですべてゾーニングしなくても白紙の部分があっても良い。最終的にコラボレーション区域全域が決まればよい。運営審議会でゾーニングを議論するのが泉佐野丘陵緑地の原則である。またゾーニングを進めていくためにも、毎年10、11月の運営審議会は現地でゾーニングについて議論し、12、1月には整備方針を決めることにしたい。
・26年度には開放を目指している。そのときに全部ではなくても良いので1周歩ける園路があるべきだ。
○ファイヤーサークルについて
・ファイヤーサークルには消防の協議がいるのではないか。
・消防とは協議しており、許可が必要と聞いている。ただし年間を通じて１申請でよいという確認をとっている。
・ファイヤーサークルの位置はここが良いのか。
・ファイヤーサークルの具体的な大きさや位置は、パーククラブと協議して決めたい。
＜協議案件5：サイン計画（案）ほかについて＞
大阪府よりサイン計画（案）ほかについて説明
○サインのルール
・説明では、案内看板が中心だが、方位を示す指示看板や樹木名盤は設置する予定はないのか。看板や樹木名盤を含めて統一したデザインや素材が良いと思う。
・指示看板は最小限いると思っている。次回以降の運営審議会に案を提示させて頂きたい。
・活動に伴う展示なども全体的なデザインが必要だ。
・案内看板以外も、手作り感が満載だったり、思い思いにつくって氾濫してしまったりするのはよくない。色できめるか、ピクトグラムを使うかデザインのルール作りが必要だ。
○照明計画について
・照明計画については、照明計画のなかで決めるのではなく、公園のなかにでてくるエレメントとして他のものとの整合性があるべきだ。照明は都会的だがサインは牧歌的などは良くない。サインの標識や車止めなども、いろいろな素材や色にならないよう気を付けてほしい。
◆次回の開催について
3月8日（金）13:00～15:00
府庁近辺で開催予定
